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※事務局記入欄 

№ 80 

【様式２】 

エントリー学校名： 
鹿児島県立串木野養護学校 

活動名：  
主体的に取り組む職員育成 
業務効率を高め、協働する職員集団 

解決すべき課題︓  

・本校は小学部，中学部，高等部，寄宿舎とあり，約 140 人の職員がそれぞれの立場で業務を行ってい
る。重複している業務内容を効率的にしていくことで今まで以上に児童生徒に連続性のある学びを提供するた
めの教材研究の時間を確保し、教師自身が生き生きと主体的に業務に取り組むことができるようにしたい。 
目標・方針： 
「働き方改革」と結びつけて業務の効率化や簡素化を図り時間を見出すことで、今まで以上に学校教育の改
善・充実を行い，子どもたちに連続性のある学びを提供できるようにする。以下の３点から進めていく。 
１ 「今まで通り」から学校の流れを変える。   
２ 話し合いの時間の確保とＮＯ会議デー 
３ 教師自らが主体的・協働的に業務に取り組むことで、児童生徒の学び（主体性育成）につなげる。 

活動内容︓  

１－①学期ごとに行っていた「学部学期末評価」を年２回「前期(後期)学部反省」に変更。学校全体の課題
を全体に示し、それを次年度の職員にも周知できるようにする。 

１－②校内の様々な規約を「PC上の書庫」にまとめ、職員が必要に応じて閲覧できるようにする。 
１－③「本日の日程」がパソコンや印刷物、放送等のそれぞれの方法で発出されているので，職員室ボードに

集約できるようにする。あわせて、配布物の管理も行う。 
２   各種会議を時間の効率化だけではなく、内容の効率化も目指し、適切な時間設定をする。 
３-①②職員の趣味や特性を生かし、協働して仕事を担うことができるようにする。 

活動の成果︓  
 １－①学期末の負担が軽減された。学校全体の課題を周知することで、同じような疑問や課題点が上がって

くることが少なくなり、お互いに信頼して仕事を運営できるようになった。（「ありがとう」の声も増えた） 
１－②今までは係からその都度配布されており、更新・紛失などの問題があったが、冊子配布（変更点など再

配布する必要がある）より、PC の場合、更新・紛失の心配が少なくなった。 
１－③あらかじめ決まっている「本日の日程」に追加で配信されている事柄等を集約することで、連絡時に不在

だった職員にも確実に連絡できるようになった。また、他学部の行事計画も掲示し、どのような目的で活
動しているのかについても確認できるようになった。（職員室ボードの機能化） 

２   今まで時間確保のため、短時間で会を設定していたが、ある程度余裕のある時間設定をすることで議
題の積み残しがなくなり、効率的になった。（次の会が入っていないことも心理的余裕が生まれた） 

３-①②ＴＶ中継、看板作成など、学部を問わず職員が集まり仕事を担うことでやりがいを見出した。その場で
様々な情報交換ができるようになった。 

アピールポイント（アイディアや工夫）︓ （まとめ図１） 
☆「できる所からできることを」をモットーにするとたくさんの効果が生まれる。 
・  教師自らが主体的に業務を行うことで児童生徒にも主体性を学ばせることができるようになること。 
・  話し合いの内容充実を図ることが効率化につながってくること。 
・  職員全員が学校全体のことを知っておく手だて（見える化）が、スムーズな学校運営につながり、自律的・
協働的なチームとなること。 

・  社会が変わってきている中、学校も仕組みを変えていく必要（資料のデータ化）があること。 
１－①前期(後期)評価の提示   次年度の職員への周知           １－② 諸規約の集約(ＰＣ書庫) 
 

 

 

 

                             ３－①  ＴＶ中継 

 

 

 

１－③ 「本日の日程」集約           他学部行事計画/感染症情報  配布物の集約 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－②看板                             まとめ（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

      

課題となっていることを、一点集中改善ではなく、いろいろな分野から少

しずつ改善する。  アイデアを出し合ってみんなで楽しく改革 

 

 

 
オレンジが現在の達成状況 

〈令和元年度 46項目改革〉 〈令和 2年度 25項目改革〉 

 

 

 

 

全体で確認することや，検討するこ
とを記載し，各部会等で話し合い
を行い，ネット上で配信する 

新しく転入してきた職員にもわかりやす
いように「共通理解事項」として連絡す
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他学部の学習の様子(略案や計画)の確

認ができる＝連続性のある学びの確認 
感染症に関する国や県の見解，

本校の取組や行事予定等の確認 
追加で配信されている事柄を集約。 

研究授業の学級や内容の確認ができる。 

 
 

広大な土地と複雑な校舎配置のため，行

事のたびに「案内掲示係」が必要だった

が、わかりやすい看板を作って設置するこ

とで業務の軽減になった。 
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職員室ボードの機能化 
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安全点検の日，教材研究の日，

NO 会議デーなど，心理的余裕の

ある話し合い時間設定 
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「できる所からできることを！」 

少しの達成感（幸福感）＝成果，やりがいにつながる 
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施設設備 

会計，台帳等の電子化 




